2020年度　日本助産学会　若手研究助成公募案内
応募締切日：2019年11月15日（金）消印有効
日本助産学会では、本学会の会則に基づき、助産学に関する研究を推進するために研究費用の一部を助成し、助産学の発展をはかり、わが国の母子保健に寄与することを目的に研究助成を行っております。

この内、若手研究助成は、研究の「芽」を育むことで若手研究者を育成していくことを目的に、若手研究者が代表となり行う研究で、自由な発想・探究心に基づき計画し、一層の研究の発展が期待できる課題を選んで助成いたします。
若手研究助成の申請は、以下の要領にしたがって手続きいただきますようお願いいたします。

応募資格
 １．研究代表者は、研究開始年度の4月1日現在において、日本助産学会員として２年以上加入している会員であること（注１）
２．研究開始年度の4月1日現在において、以下のいずれかの条件を満たすもの
①　博士の学位取得後８年未満のもの（注２）
②  39歳以下で、博士の学位を未取得のもの
（注１）研究分担者は日本助産学会員であること（加入年数は問わない）
（注２）博士の学位を取得見込みの者及び博士の学位を取得後に取得した産前・産後の休暇、
育児休業の期間を除くと博士の学位取得後８年未満となる者を含む
申請書の入手・応募方法
 日本助産学会ホームページ(http://www.jyosan.jp/)「研究助成案内」の【若手研究申請書類】
から若手研究助成申請書をダウンロードし、必要事項を記入の上、事務局宛にご送付ください。
研究課題
  助産学の発展、助産実践の改善と開発、その他母子保健領域の学術的研究等。
助成規模 
　1件あたり30万円以内。3件程度

助成期間 
　原則として2年間とします。 
助成者の決定および通知
　助産学会理事会で審議、採否決定後、研究代表者に通知いたします。
応募に関しての留意点
申請書は、楷書（パソコン等での作成を推奨）でご記入ください。
申請書の提出に関しましては、ホームページの若手研究助成実施要項をよくご確認ください。
提出された申請書は返却いたしませんので予めご了承ください。
最終報告書は、原則として日本助産学会のホームページに掲載する予定です。
問合せ先　　　
　一般社団法人日本助産学会事務局　 　　
　〒170-0002　東京都豊島区巣鴨1-24-1-4F
  　　　　　　㈱ガリレオ 学会業務情報センター内
　E-mail：g019jam-mng@ml.gakkai.ne.jp　/TEL：03-5981-9826　/FAX：03-5981-9852
多数の応募をお待ちしております！
